
岐南町地域公共交通活性化協議会
（岐南町）

令和７年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

令和３年１２月１日設置

令和４年６月２４日 岐南町地域公共交通計画策定
（計画期間：令和４年６月～令和９年３月）

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

地域概況

町内の公共交通は、名古屋鉄道（名鉄）、岐阜乗合自動車（岐阜バス）、
タクシー、町コミュニティバス、町コミュニティタクシー（デマンド型）で構成。
▶人口：26,508人（令和７年10月１日現在）
▶鉄道：名鉄名古屋本線
▶地域間幹線系統：岐阜バス松籟加納線
▶フィーダー系統：町コミュニティバス

岐南町地域公共交通計画

基本方針
住み続けられるまちを目指して地域で育てる公共交通

【目標①】
多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築

【目標②】
公共交通の利用拡大

【目標③】
持続可能な公共交通体系の実現

主要な施策

分類 役割 対象路線 

幹線路線 

 

周辺都市との広域的な都市間移動を促進

し、周辺自治体との連携や交流の活性化

を図ります 

名鉄名古屋本線 

岐阜バス岐南町線 

    松 籟
しょうらい

加納線 

準幹線路線 

 

周辺自治体との連携や交流の活性化を図

ります 

岐阜バス笠松川島線 

生活交通路線 

 

町内の暮らしのニーズに対応するととも

に、町内各地から鉄道駅や幹線路線バス

停留所を連絡し、日常生活における移動

を支援します 

岐南町コミュニティバス 

（地域内フィーダー系統） 

岐南町コミュニティタクシー 

個別輸送 鉄道･バス･コミュニティタクシーではカ

バーできない個別需要に対応します 

タクシー 

福祉輸送 

交通結節点 

 

各交通手段の接続を強化し、多様なニー

ズに対応した公共交通ネットワークの構

築を図ります 

岐南駅，笠松駅， 

岐南町役場，岐南町三宅 

 

▶町コミュニティバスの運行（令和４年９月～）
▶町コミュニティタクシーの運行
▶おためし乗車会の開催
▶公共交通に関するワークショップの実施
※事業見直しに向けて

R7.10.1廃止



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 3

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察

★コミュニティバスの運行
（フィーダー補助受給系統）

コミュニティバスの運行を継続 前年に比べて利用者が21％
増加
（11,506人→13,949人）

運賃改定、ＩＣカードの導入
拡大、乗車機会を増やす取組
などにより、利用が増加。

コミュニティバスICカード乗
車券の拡大（キャッシュレス化
の推進）

R6.3コミュニティバスに全国交
通系ICカードの導入

ICカード決済率
R6事業年度：28.72％
R7事業年度：43.02％
笠松駅月平均乗降者
R6事業年度：422人
R7事業年度：562人

鉄道との乗り継ぎで利便性が
増したことがICカードでの決
済率に表れている。
笠松駅での利用者数も導入後
に増えている。

コミュニティバス運賃改正 R6.10小学生の運賃を無料化 （無料化前：未就学児）
月平均７人
（無料化後：小学生以下）
月平均28人

これまでも小学生の利用が
あったかは不明。
今後の利用者数の推移を注視。

コミュニティバスの臨時
運行・運賃無料デーの実施

➀運行３周年を記念して運賃無料
デー（６日間）を実施
②イベント開催に合わせて運賃無
料コミュニティバスを臨時運行

利用者数
➀R6事業年度
無料期間以外：38.9人／日
無料期間：55.3人／日
R7事業年度
無料期間以外：47.5人／日
無料期間：55.0人／日

②ぎなんフェスタ
2024 114人
2025 96人

通常の１日あたりに比べると、
運賃無料デーの利用者は多い
（47.5人→55.0人）。
この取組は、コミバス事業の
広報に効果がある。



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察

75歳以上の方のコミュニティ
バスの運賃免除
（高齢者無料パス）

R4.9の運行当初から75歳以上の方
は無料でコミュニティバスを利用
できるところ、保険証の廃止に伴
い、R7.6から年齢確認手段に無料
パスを追加

無料パスの発行枚数：20人
75歳以上の運賃免除者(累計)
R6事業年度：1,551人
R7事業年度：1,635人

75歳以上の利用者が徐々に増
えている。
運転免許証返納に伴う、自家
用車から公共交通への転換に
一定の効果がある。

コミュニティタクシーの運行 デマンド交通の運行を継続 前年に比べて利用者が37％
増加（2,691人→3,659人）

通院の利用が増えており、地
域における高齢者の移動手段
として定着しつつある。

小学生乗り方教室 コミュニティバスを用いて、バス
停での待ち方、時刻表の見方、バ
スの乗り方降り方等を学習

町内小学校で実施
R6.11.19北小参加児童46人
R7.11.21西小参加児童165人
R7.12.3西小参加児童63人

R6アンケート結果より、
楽しかった子が95％、今まで
よりもっとバスに乗ってみた
い子が78％と公共交通への親
しみが増した。
（R7アンケート結果は集計
中）

公共交通アンケートの実施 R6.12町内の高齢者を対象に移動
実態・公共交通の利用状況につい
てアンケート

回答数 370人
配布数 600人
（回答率：61.7%） 現行のコミュニティバス・コ

ミュニティタクシーについて、
運行本数や停留所の配置、予
約方法について課題が具体化

公共交通ワークショップ R7.8町内在住、在勤、在学してい
る方から参加者を募り、公共交通
が継続できるよう、参加者で話し
合い

町内３か所で実施
参加者 64人



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 5

目標 評価指標・目標値（２０２５年度）
達成状況

考察
１年目 ２年目 ３年目

多様な
ニーズに
対応した
公共交通
ネット
ワーク
の構築

年間利用者数
（人／年）
※10月～９月

コミュニティバス
29,200人／年

8,599 11,506 13,949
顕著な高齢化の進展を考慮し高く
設定した目標値であるため未達成。

コミュニティタクシー
1,700人／年

1,846 2,691 3,659
隣接する町の地域医療支援病院に
も区域を広げたことにより目標を
達成した。

公共交通の
利用者満足度
（％）

コミュニティバス
現況値から10ﾎﾟｲﾝﾄ以上増加
※現況値81.7%（2023）

現況値
が存在
しない

未実施 未実施 公共交通の改善を図るため、利用
者アンケートに代わり、町内の高
齢者を対象としたアンケート、町
内在住、在勤、在学者を対象とし
たワークショップを実施した。
目標値の達成状況は未確認。

コミュニティタクシー
現況値から10ﾎﾟｲﾝﾄ以上増加
※現況値97.1%（2023）

現況値
が存在
しない

未実施 未実施

公共交通の
利用拡大

人口
１人あたりの年
間利用回数
（回／年）
※10月～９月

コミュニティバス
１回／年以上

0.33 0.44 0.53
顕著な高齢化の進展を考慮し高く
設定した目標値であるため未達成。

コミュニティタクシー
0.06回／年以上

0.07 0.10 0.14
隣接する町の地域医療支援病院に
も区域を広げたことにより目標を
達成した。

持続可能な
公共交通
体系の実現

利用者
１人あたりの運
行経費
（円／人）
※10月～９月

コミュニティバス
942円／人以下

3,095 2,340 1,955
顕著な高齢化の進展を考慮し高く
設定した目標値であるため未達成。

コミュニティタクシー
880円／人以下

1,009 1,044 1,020
コロナの影響がなくなり平均乗車
密度は高くなったが、人件費の増
加で、目標を達成しなかった。

満足していると回答した人の割
合＝「良い、やや良い、普通」
と答えた利用者の割合



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 6

計画目標の現在の到達点 今後の取組方針

年間利用者数は現状では未達成であるが、利用
者数の増加傾向が続いている。

乗車機会を増やす取組（運賃無料デー、イベントに合わせた臨時運行、
小学生乗り方教室）を引き続き実施する。

利用者満足度を調査するアンケートを実施して
いない。

利用者アンケートではないが、町内の高齢者を対象としたアンケートを
実施したほか、コミバスとコミタクのあり方について話し合うワーク
ショップを実施し、公共交通のニーズの把握に努めた。
今後はそれらの結果を踏まえ、課題の解消を図っていく。

利用者１人あたりの運行経費は現状では未達成
であるが、利用者数の増加傾向が続いている。

利用者数の増加により運賃収入は増えると見込まれるが、そのほかの収
入増（広告収入や事業所協賛金）にも努める。

【コミュニティバス】

【コミュニティタクシー】

計画目標の現在の到達点 今後の取組方針

利用者数・利用回数は既に達成したが、利用者
１人あたりの運行経費は未達成である。

計画策定時には想定していなかった、運転者の労働条件改善等を行うた
めの運行経費の値上げもあり、利用者１人当たりの運行経費の目標値の
達成は難しいが、利用者数が増えるほど、乗合率が改善される傾向にあ
ることから、さらなる利用者増に取り組む。



5.直近２年間の二次評価の活用・対応状況 7

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

前
回

利用状況を把握分析し、より効果的な利用促進
や、新規利用者の開拓等の施策に繋げる取組を
されることを期待する。

未対応 利用状況やアンケー
ト・ワークショップ
等を通じて具体化し
た、現行のコミュニ
ティバス・コミュニ
ティタクシーについ
て、運行本数や停留
所の配置、利用方法
に係る課題解決の手
を検討し打つ。

町内を運行する地域間幹線系統については、引
き続き、岐阜県・岐阜市・事業者間で認識の共
有を行うとともに、関係者間で連携して利用促
進等に取り組まれたい。

未対応

前
々
回

コミュニティバスとコミュニティタクシーの組
合せなどによるおでかけ確保のあり方に関する
調査・分析に取り組むことを期待する。

未対応

通勤・通学の利用ニーズに応える「定期券導
入」など、改善や工夫を進めることを期待する。

未対応

小・中学生に向けても、利用しやすさを知って
もらえる取組の検討・実施を期待する。

町内の小学校で小学生コミバス乗
り方教室を開催した。
小学生までのコミバス運賃を無料
にした。

引き続き、小・中学
校に事業への参加を
呼び掛ける。

地域との協働・共創の下、利用しやすい公共交
通の確保維持に取り組むことを期待する。

保育施設や子ども会などがコミバ
スを使ったイベントを開催するこ
とがあれば、役場職員によるレク
チャーを行った。

コミバス車内に子ど
もたちが描いた絵を
展示するなど、愛着
を醸成する取組も継
続する。

※前回：令和７年３月27日、前々回：令和６年３月21日



6. 計画・評価の推進体制 8

計画期間
実施項目

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

施策実施の確認

実施内容の評価

目標の達成状況の評価

課題共有

改善と反映

事業実施

実施状況の
確認･評価

評価指標の
チェック

実施の
課題共有

次年度実施の
改善と反映

反映 反映 反映 反映

最終年の
目標達成
状況評価

プロセス評価

指標の評価

●事業計画 ●事業計画 ●事業計画 ●事業計画 ●事業計画

月
内容

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域公共交通
活性化協議会

主な行事

主な調査等

実施事項

➊ ➋

★
次年度予算要求

●

第三者評価委員会
(運輸局)

●

確保維持改善事業
(補助申請)

前年度の事業評価に
基づく改善と反映

Ａ Ｐ

次年度事業計画の検討 今年度事業の検証

Ｃ

◎
利用者アンケート

Ｄ
事業実施

Ａ

実施状況の確認･
評価 課題共有

改善検討

【計画期間中のスケジュール】

【年間スケジュール】

令和５年度
第１回会議（書面） ６月26日
＜協議事項＞
（１）地域公共交通確保維持事業に係る

計画について
（２）令和４年度事業報告について
（３）令和５年度事業計画について

第２回会議 １月11日
＜協議事項＞
（１）コミュニティバス・タクシー事業

の評価について

令和６年度
第１回会議 ６月18日
＜協議事項＞
（１）岐南町地域公共交通計画別紙(案)

について
（２）令和５年度事業報告について
（３）令和６年度事業計画について

第２回会議 １月20日
＜協議事項＞
（１）コミュニティバス・タクシー事業

の評価について

令和７年度
第１回会議 ６月23日
＜協議事項＞
（１）岐南町地域公共交通計画別紙(案)

について
（２）令和６年度事業報告について
（３）令和７年度事業計画について

第２回会議 １月16日
＜協議事項＞
（１）コミュニティバス・タクシー事業

の評価について
（２）持続可能な公共交通について

【協議会の開催状況】



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

岐南町コミュニティバス（左回り）

岐南町コミュニティバス（右回り）

岐南町地域公共交通活性化協議会

地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

▶利用状況を把握分析し、より効
果的な利用促進や、新規利用
者の開拓等の施策に繋げる取
組をされることを期待する。
⇒高齢者を対象にしたアンケー
トを実施したほか、コミバスとコミ
タクのあり方について話し合う
ワークショップを実施し、公共交
通のニーズの把握に努めた。

▶町内を運行する地域間幹線系
統については、引き続き、岐阜
県・岐阜市・事業者間で認識の
共有を行うとともに、関係者間で
連携して利用促進等に取り組ま
れたい。
⇒未実施

B

目標年度（令和７年度）に向けて
計画した事業を順次実施してい
る。

【Ａ･Ｂ･Ｃ評価】
Ａ：達成･おおむね達成
Ｂ：未達成だが安定した増加傾
向
Ｃ：未達成

B

▶乗車機会を増やす取組（運賃無料
デー、イベントに合わせた臨時運行、
小学生乗り方教室）を継続する。

▶利用者アンケートではないが、町内の
高齢者を対象としたアンケートを実施し
たほか、コミバスとコミタクのあり方に
ついて話し合うワークショップを実施
し、公共交通のニーズの把握に努め
た。
今後はそれらの結果を踏まえ、課題の
解消を図っていく。

▶利用者数の増加により運賃収入は増
えると見込まれるが、そのほかの収入
増（広告収入や事業所協賛金）にも努
める。

▶年間利用者数
　目標値：29,200人／年
　達成状況：13,949人／年
※高齢化の進展を考慮した高い
目標値であり未達成だが、昨年
を大幅に上回っている。

▶利用者満足度
　未実施
※事業見直しの検討中であるた
め、アンケート調査を行わなかっ
た。

▶人口１人あたりの年間利用回
数
　目標値：１回／年以上
　達成状況：0.53回／年
※高齢化の進展を考慮した高い
目標値であり未達成だが、昨年
を上回っている。

▶利用者１人あたりの運行経費
　目標値：942円／人以下
　達成状況：1,955円／人
※高齢化の進展を考慮した高い
目標値であり未達成だが、昨年
を上回っている。

岐南町地域公共交通活
性化協議会

1/1



（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　岐南町内では、民間路線バスの減便など、公共交通ネットワークの確保維持が厳しい状況にあります。公共交通は地域にとって重要なインフラの一つであり、このよ
うな状況の中でも、買い物・通院、通勤・通学等の暮らしのニーズに対応した公共交通ネットワークを構築し、日常生活に必要な移動手段を確保・維持していく必要があ
るため、地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）により、岐南町コミュニティバスを運行します。
　岐南町地域公共交通計画では「住み続けられるまちを目指して地域で育てる公共交通」を基本方針に掲げ、「多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築」
「公共交通の利用拡大」「持続可能な公共交通体系の実現」に向けて取り組んでいきます。

岐南町地域公共交通活性化協議会

地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）



別添４

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ年間利用者数：
　　29,200人(令和7年度)
 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰ年間利用者数：
　　1,700人(令和7年度)

 ①ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの運行
 ②ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰの運行

交通事業者か
らの実績報告

 ①13,949人／年
 ② 3,659人／年

公共交通に係るアンケート、ワーク
ショップにより浮かび出た課題（コミュ
ニティバスの運行本数や停留所の配置、
コミュニティタクシーの予約方法等）の
解決を図る。

 ▶利用者満足度：
　　現況値(令和5年度)から
　　10ﾎﾟｲﾝﾄ以上の増加

― ― ― ―

 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ人口1人あたり
　の年間利用回数：
　　1回以上(令和7年度)
 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰ人口1人あたり
　の年間利用回数：
　　0.06回以上(令和7年度)

 ①ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの運行
 ②ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰの運行

交通事業者か
らの実績報告

 ① 0.53回／年
 ② 0.14回／年

公共交通に係るアンケート、ワーク
ショップにより浮かび出た課題（コミュ
ニティバスの運行本数や停留所の配置、
コミュニティタクシーの予約方法等）の
解決を図る。

 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ利用者
　1人あたりの運行経費：
　　942円以下(令和7年度)
 ▶ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰ利用者
　1人あたりの運行経費：
　　880円以下(令和7年度)

 ①ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの運行
 ②ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｸｼｰの運行

交通事業者か
らの実績報告

 ① 1,955円／人
 ② 1,020円／人

公共交通に係るアンケート、ワーク
ショップにより浮かび出た課題（コミュ
ニティバスの運行本数や停留所の配置、
コミュニティタクシーの予約方法等）の
解決を図る。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

 ・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、参考資料として添付して下さい。

岐南町地域公共交通計画の評価等結果（令和６年10月～令和７年９月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞


